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橋波振興協議会
地域づくり部会、体育部会、まな
び部会、健康福祉部会、農林部
会

スクラムトライ実行委員
会

●橋波振興協議会会長、副会
長、地域づくり部長、農林部長、
事務局●高齢者クラブ、婦人会、
青年会、橋波アグリ、橋波こん
にゃく組合、しめなわクラブ、ＪＡ
いずも女性部◆佐田町総務課、
出雲農林振興センター

出雲農林振興セン
ター、佐田町、ＪＡ
いずも佐田中央支
店

４自治会（門曲、横見、宮の部、日の出）

助言

協議

計画・立案

提案・意見合意形成 計画策定

集落点検
活動・意
見集約

地 域 活 性 化 計 画 へ の 提 案

集 落 点 検 活 動 の 展 開

６．他の事例 （参考）  

 

【事例－１】 橋波振興協議会 

 

（１）平成 9 年 6 月 7 日設立 

■平成 16 年度事業 ～ はしなみ元気村活性化計画の具現化 

       人口 283 人、世帯数 82 戸、高齢化率 35.8％ 

 

 

（２）橋波地区の課題 

■高齢化・人口減少が進行している。 

■出生数が少ない。 

■活動に参加する人が固定化してきた。 

 

 

（３）協議会活動の視点と事業の計画推進 

①振興協議会の活動視点 

■健康で明るい「はしなみ村」をつくろう 

■夢を育む「はしなみ村」をつくろう 

■みんなで語り合う「はしなみ村」をつくろう 

 

②事業・計画の推進体制 
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（４）活性化計画の策定 

①計画のねらい 

■「地方分権」「市町村合併」が論議されている中での小さなコミュニテイ活

動の重要性。 

■住民視点の計画づくりはアカデミックでなくダイナミックなものに。 

■島根県職員、旧佐田町職員、住民が一緒のテーブルを囲み「地元学」を

学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

②活性化計画の基本的な考え方 

１）平成１７年度を目標とした計画とする。 

２）地域住民の合意形成による策定とする。 

３）足元に視点をあてた実現可能な計画とする。 

 「絵に描いた餅」にしない。 

４）事業導入による具体策・役割分担を講じる。     

       【策定期間】 

  平成１２年９月から平成１３年５月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民の自立、自律の出発点になっていく。

島根県のスクラムトライ事業の適用を受け実施 
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③橋波の活動を進化させた「スクラムトライ事業」 

～地域資源を活用した地域づくりをみんなで進めました～ 

 

■県事業の指定（3 年間）を受け地域資源を活用して起業づくりを進める。 

  ★農家レストランの実験 

  ★橋波げんき塾、産直市実践塾などの開催 

 

 

■地区民総参加で 

   「はしなみ元気村活性化計画」を策定 

■橋波の情報発信を行う 

 

 

 

④具体的な取り組み 

■自治会ごとの集落点検の実施 

   （課題・問題点、夢、改善点の拾い出し） 

■みんなで橋波を語る会の開催。神戸川をテーマに。  

■部門別の計画づくり（３部会、起業部会、夢部会、健康福祉部会） ３か月にわ

たって協議を行う。 

■計画素案時点でのフォーラムの開催 

■全員へのアンケート調査の実施 
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協 調 性 先導的な農
業 ・ 起 業

神戸川、山
などの恵ま
れ た 自 然

「農」業を基
軸とした起業
の 推 進

交流活動を通
して共に生き
る地域

自然の恵みを
大切にする心

元気が一番。
笑顔のあふれ
る地域

地 域 づ
く り の
考 え 方

地域資源を活用した６次

産業づくりを進める

みんなの参加を基調とし

た地域づくりを進める

住んで良かったといえる

地域づくりを進める

計 画 の
４ つ の

柱

橋波のめざす地域の姿

み ん な の 和 、

美しい「農」社会へ

活用

橋波の
特徴的
な資源

計画の

理念図

農を基軸とした起
業の推進

交流活動を通して
共に生きる地域

自然の恵みを大
切にする心

元気が一番。笑顔
のあふれる地域

●農事組合法人「橋波アグリサンシャイン」の機能充実

●地域資源を大切にした特産品開発●農家レストラン
の開設●高齢者の知識と経験の活用●集団転作など
農業対策のシンクタンク形成●道路など経済基盤の整
備

☆橋波のホームページ作成☆橋波出身者の方との絆を
大切に☆山道散策など自然を軸とした都市との交流☆
安全な地域づくり☆Ｉ・Ｕターン者にやさしく

◆神戸川の水量確保と自然のままの川へ◆ホタル観察
場の整備◆花いっぱいの地域に◆橋波の風景写真の
作成◆橋波の自然をたべちゃうかいの開催

▼「げんきピア」構想の推進▼はしなみウォーキング
ロードの設置▼一人ひとりの目標設定と健康づくり組織
化

▼「年だから」を使わない条例の制定▼高齢者げんき
会社の設立▼人生お互い様運動の展開

（５）はしなみ元気村活性化計画 

①計画の理念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②具体的な計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （「はしなみ元気村活性化計画」より） 
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過去、現在、未来 
課題の継続学習 

地域資源を活用した 
コミュニテイビジネス 

行政との連携 協協働働経経営営 

学学習習

③策定を通しての気づき 

■今までの計画策定手法が住民にフイットしていたか。住民の足元に視点を当てた

計画づくり。「困ったこと」を解決していく計画でなければならない。 

■地域を知る人、推進役を早く見つけ出す能力が必要となる。 

■「現場主義」。行政サービスの原点にかえる必要がある。 

 

 

 

 

 

（６）活動を通して （今後のコミュニティ活動） 

①コミュニティ発達の基礎要件 

■住民の協調性、親密性 

■リーダー、シーダーの質の確保 

■課題に対する共通認識 

■財政の確立と透明性 

■住民の主体性（自ら進んで行うという姿勢） 

■歴史、文化など地域資源の活用 

■他組織との連携 

■地域の将来像 

 

 

 

②コミュニティ活動の鍵は 

 

基礎条件を踏まえて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県職員（現場指導者の立場から） 
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【事例－２】 川根振興協議会 
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（平成 15 年過疎地域対策協議会） 
㈱シーズ総合政策研究所取材･記録 


